
新しい年を迎えましたが、新型コロナ感

染症の市内での感染確認が続いていること

から、教育委員会内で協議した結果、公民

館の事業について、一部利用制限を強化す

ることになりました。

当初、中止期間は１月末までとしていま

したが、感染拡大が終息しないもとで、２

月は当面の間、下に掲げる活動を中止する

ことになりました。いつ公民館で感染者が

出てもおかしくない状況です。改めて、各

クラブ講座等で感染防止対策についてよく

話し合い、ゆるみがないよう対応していき

ましょう。

令和３年１月２９日発行
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生涯学習課公民館振興室

(岡山市北区幸町10-16,234-6015)

令和3年1月29日 れ ん め ん め ん （１）

岡山市の公民館ニュース

れんめんめん

新型コロナ

<大きな声を出すことや歌うこと、呼気が激しくなる室内運動や行為>

・管楽器、オカリナ、尺八など強く息を吹く楽器を使用する活動

・合唱、カラオケ ・詩吟、民謡、謡曲

・体操、運動（踊り、ダンスなどマスクを着用して行う場合は除く。）

<会食>

<活動上「密接」が必須な活動＞

・身体的な接触を伴う運動や踊り・ダンスなど。

※地域の保健福祉や防災・災害対応など緊急性、必然性が

ある場合は、実施したり利用を許可する場合があります。

対
策
で
利
用
制
限
を
強
化

新型コロナウイルス感染症の終息までは、感染拡大

防止と社会生活を両立する生活様式が求められていま

す。今回の公民館の対策方針も、国県市の方針、岡山

市地域活動(イベント)等の開催における新型コロナウ

イルス感染症対策ガイドライン、学校におけるガイド

ライン、全国公民館連合会のガイドラインをもとに作

成しています。

感染症対策に新たな方針や知見が示された場合は、

対策を変更することがあります。職員は感染防止に最

大限の注意を払い、消毒等も行っています。

利用者の皆さんも、ご自身の命と健康を守るのため

に、来館時の手洗いやマスク着用等の感染防止策を怠

ることなく、また、発熱や咳等があるなど体調不良の

際は決して無理して参加しないようにしましょう。

マナーをON。
ゆるみをOFF。



公民館の実践紹介⑤

岡輝公民館 お父さんたちのやる気を公民館が応援

防災キャンプを一緒に実施

（２） れ ん め ん め ん 令和3年1月29日

令和2年度はコロナウイルスの感染拡大を防止するた

め、中止を余儀なくされた事業が多く、先が見通せな

いため、新しいことに取り組むにも躊躇する状況が続

いています。そんな中、岡輝公民館では新規事業とし

て地域の方々と実行委員会を作り、昨年11月29日に

「岡輝学区2020防災キャンプ」を実施しました。

防災キャンプをやろう！
実行委員会のメンバーは、地元の小中学校PTA役員経

験のあるお父さんたち6人とお母さん1人が中心です。

今回の事業は、そのお父さんたちから公民館に「防災

について地域で取り組みたいのだけど」と相談をもち

かけられたことから始まりました。

地域の防災力づくりは、「岡山市立公民館基本方針」

でも重点的に取り組む分野になっており、お父さんた

ちのやる気を応援し、一緒に防災キャンプを実施する

ことにしました。

11月開催に向けて計画を着々と…
3月末に公民館に相談を持ちかけられて間もなく、コ

ロナの感染が拡大し、

全国に緊急事態宣言

が出され、先行きが

不安になりましたが、

11月開催と決め、6月

から毎月話し合いを

重ねました。話し合

いは、毎回午後７時から行ったのですが、日中勤務の

方ばかりではないので、参加できなかったり、仕事の

合間に参加したりする方も

おられました。

そのような中でも開催に

向けて、時には冗談を交え

ながらも熱心に計画を立て

ていき、当日行う体験内容

は、自分たちで説明できる

ようにと、予行演習も行いました。今年はコロナ禍に

加え、初めての取り組みということもあり、あまり規

模を大きくせず行うことにし、会場は密にならないで

行える岡輝中学校体育館をお借りしました。

防災キャンプが無事終了！
当日は幼児から高齢者まで46名の参加で、西日本豪

雨災害を体験した防災士のお話を聞いた後、段ボール

ベッドや段ボールトイレなどの組み立て、屋外ではハ

イゼックス袋でのご飯炊き等を体験しました。司会や

説明はすべて実行委員が担当し、また実行委員が呼び

掛けたPTAのお母さんたちも受付けを担当してくれ、4

時間のプログラ

ムを無事終了さ

せることができ

ました。

後日行った実

行委員の反省会

では、「やって

よかった。反省

点を生かし、来年も防災に関わることをしよう！」と

いうことですぐに意見が一致しました。また、今後も

定期的に集まって、自分たちがもっと防災について勉

強しようということになり、次回はロープワークを学

ぶ予定です。

仲間とともに思いを実現
中心メンバーのNさんは、もともと防災に関心が高く、

「防災まちづくり学校」に参加されたそうです。その

中で、啓発が大切だということを学びました。その後

西日本豪雨災害が発生し、地域で防災に取り組む必要

性をより一層強く感じ、PTA役員仲間のお父さんたちに

声をかけます。そこから仲間と共に思いを実現するこ

とになりました。

このお父さん同士は、PTA活動だけでなく、飲み会な

どもしながら交流を深めており、今回の呼びかけに快

く応じてくれたそうです。協力者を得たことで、実現

に向けて動き出すことができたとNさんは言われていま

す。このお父さんたちは、昨年度公民館で行われた夏

のイベント「夕涼み会」では、協力して模擬店を出し

ていました。その時の様子を見ていた館長は、「学校

の異なるPTAのお父さんたちが協力して焼鳥をする様子

が楽しそうで、とてもいい雰囲気だった」と振り返り

ます。

公民館も一緒に取組みます
公民館は、子どもから高齢者まで誰でも利用できる

のですが、現役世代の方々、特に男性に公民館活動に

関わってもらうことができにくいのが現状です。今回

のように、自主的に地域で防災活動に取り組もうとい

う現役世代の方に活躍してもらうことは、新たな視点

や人の広がりにもつながり、ひいては地域の防災力アッ

プにつながることだと思います。

「来年は中高生の参加を！やるなら楽しくやろう！」

というお父さんたちから、どんな防災事業が提案され

るのか楽しみです。公民館としても、ぜひ一緒に取組

んでいこうと思っています。

ＰＴＡ役員仲間が思いを実現



公民館の実践紹介⑥

足守公民館 生活支援サポーター養成講座から

生活サポート チーム「ねこの手」を結成
「住み慣れた地域でいつまでも暮らしたい…」をちょっぴり支える

令和3年1月29日 れ ん め ん め ん （３）

岡山市では「高齢になっても住み慣れた地域で自

分らしく暮らしたい」という思いをかなえるために、

地域で助け合い、支え合うための「居場所（通いの

場）」と「出番（社会参加）」をキーワードに、考

え、活動につなげていくための「生活支援サポーター

養成講座」を開催しています。平成27年度からは、

公民館で講座が開催できるようになり、足守公民館

でも令和元年度に実施しました。

生活支援サポーター養成講座を実施

足守公民館では毎月第１月曜日に「公民館カフェ」

を開催していますが、メンバーとは活動のことや地

域のことなどいろいろ話をしていて、地域に暮らす

高齢者（特に独居）のために何かできることはない

か考えていました。そこで、この「生活支援サポー

ター養成講座」には、ぜひ参加してもらいたい！参

加しよう！ということになり、みんなの都合の良い

日に実施しました。

また、フォローアップの回では、今後の参考にす

るため、

実 際 に

活 動 さ

れ て い

るグルー

プ の 方

に 来 て

も ら っ

て 話 を

聞 き た

いとか、足守地域の大きな課題である移動支援につ

いて（これはオープン講座で開催希望）取り上げて

欲しいなど、いろいろ希望が出されました。

順調にいけば、平成2年3月末までには、足守地域

で活動するグループが立ち上がり、令和2年度からは

「公民館カフェ」や地域でのサロン活動を通じて、

困りごと支援の活動を少しずつ始められたはずでし

た。しかし、新型コロナウイルス感染症対策のため、

移動支援の講座は中止。グループ立ち上げに向けて

の話し合いも中止。公民館の活動自体も6月頃まで何

もできないことになってしまいました。

生活サポート チーム「ねこの手」結成

最後の講座から約8か月たった令和2年10月、遅れ

ばせながら「生活支援サポーター養成講座」を受講

された足守地域の方々に声をかけ、話し合いの会（O

B会）を開催しました。講座を受講しての思いや地域

の現状などを話し合い、支援に向けての仕組みを作っ

ていこうということになりました。それから何度も

会を持ち、意見を出し合い、少しずつ慎重に、でも

着実に活動するグループとしての形を作り上げてい

ます。先日、グループ名が【生活サポート チーム

「ねこの手」】と決まりました。「ねこの手」とい

う名前は、まだほんの少しのことしかできないけれ

ど、ちょっとした困りごとは気軽に相談してね。会っ

て話すだけでもいいよね。そんな気持ちを表してい

ます。

「ねこの手」活動開始まであと少し！

チーム「ねこの手」は、現在、活動にむけての仕

組みづくりを行っています。対象者や活動範囲、時

間、運営費、受付方法、コーディネート、ボランティ

ア募集など考えなくてはならないことはいっぱいで

す。すでに活動を始めているグループの状況を参考

にしたり、社会福祉協議会や包括支援センターの職

員さんに意見をもらったりしながら一歩ずつ進めて

います。

新型コロナウイルス感染症が広がり、まだまだ大

変な時期は続きそうです。こんな時期に「ねこの手」

の活動を開始できるのか？という意見もあります。

でも、こんな時だからこそ、なんとか工夫しながら

ゆるやかに支え合う地域でありたいと思います。

「ねこの手」の活動が、そんな地域をつくる一助に

なればいいな…と思っています。



今
、
市
内
で
は
ス
マ
ホ
決
済
が
熱

い
！
と
ば
か
り
に
各
公
民
館
で
ス
マ

ホ
講
座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
大
人

気
で
、
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
り
、
次
の
講
座
を
企
画
す
る
こ
と

に
な
っ
た
例
も
出
て
い
ま
す
。

こ
の
人
気
の
理
由
の
一
つ
は
、
岡

山
市
が
十
二
月
と
一
月
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
に
25
％
を
還
元
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
し
て
い
る
店
で
の
買
い
物

に
ペ
イ
ペ
イ
を
使
え
ば
、
一
回
千
円
、

月
に
一
万
円
を
上
限
に
還
元
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

あ
る
よ
う
で
す
。

今
回
の
ス
マ
ホ
講
座
は
公
民
館
と

市
の
産
業
振
興
課
が
連
携
し
て
企
画

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
内
容

は
左
の
チ
ラ
シ
の
よ
う
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
も
の
が
大
半
で
す
。

中
に
は
初
め
て
ス
マ
ホ
に
触
れ
る
と
い

う
方
向
け
の
初
心
者
向
け
の
内
容
も
あ

り
ま
し
た
。

実
際
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

「
す
ぐ
に
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ
て
実
行
し

て
み
ま
す
」
と
い
う
声
や
、
「
大
変
良

く
理
解
出
来
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
や
っ

て
み
ま
す
」
な
ど
の
声
が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
も

「
わ
か
り
や
す
く
良
か
っ

た
。
も
っ
と
早
く
講
座
に

参
加
し
て
い
た
ら
と
思
っ

た
」
と
い
う
声
や
「
大
変

分
か
り
や
す
い
説
明
で
」

「
今
日
使
っ
て
み
た
い
と
」

と
か
「
意
外
と
カ
ン
タ
ン

な
の
で
驚
き
ま
し
た
」
な

ど
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。一

方
、
公
民
館
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
は
、
８
月
に
地
域
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
を
考
え
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
習
会
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
完
全
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
、
当
日
の
参
加
者

は
50
名
あ
ま
り
と
、
こ
ち
ら
も
大
人
気

で
し
た
。
話
題
提
供
は
Ｄ
Ｘ
構
想
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
働
き
方
改
革
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
菅
野
敦
也
さ
ん
で
し
た
。
司
会

役
の
吉
備
公
民
館
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
・
パ

ソ
の
若
林
潤
一
さ
ん
と
の
対
談
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
大
き
な
変
革
を
地

域
を
良
く
す
る
た
め
に
使
う
こ
と
や
、

地
域
で
取
り
残
さ
れ
る
人
が
出
な
い
よ

う
、
公
民
館
で
も
っ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
話
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

令和3年1月29日 れ ん め ん め ん （４）

広がるＩＣＴの活用 見たことありますか

公民館のフェイスブック

広がっています公民館でのスマホ講座

ICTを活用して豊かにしよう 地域と公民館活動

岡
山
市
の
公
民
館
は
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で

す
が
、
実
は
ど
の
館
も
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
公
民
館
か
ら

の
お
知
ら
せ
は
も
ち
ろ
ん
、

活
動
の
様
子
。
主
催
講
座
や

ク
ラ
ブ
講
座
の
活
動
を
写
真

入
り
で
紹
介
し
た
り
、
今
年

度
は
で
き
な
い
館
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、
公
民
館
ま
つ
り

の
様
子
な
ど
も
載
せ
て
い
ま

す
。ぜ

ひ
ご
自
分
が
利
用
さ
れ

て
い
る
公
民
館
の
ペ
ー
ジ
や
、

他
の
公
民
館
の
ペ
ー
ジ
も
の

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

公
民
館
振
興
室
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
購
入
し
、

各
公
民
館
で
も
使
用
で
き
る

態
勢
が
で
き
ま
し
た
。
主
催

事
業
等
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

事
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

都
合
で
公
民
館
に
行
け
な

い
場
合
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
で
き
ま
す
し
、
県
外

の
講
師
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
教

え
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
使
い
方
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
は
、

公
民
館
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
使
い
方
の
学
習
会

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

公民館でZOOMのライセンスを確保

オンラインでミーティングもできますよ

昨年11月から各公民館でスマホ講座が開かれて

います。12月末までに40回程度開かれましたが、

1月に入って開催が決まる館も出ていて、総数では

60回程度が開催される見込みになっています。実

際に開かれた館での講座は大人気で、希望が多くて

追加で開催を決めるところも出ています。

そんなスマホ講座とともに、今公民館で活躍され

ているICTボランティアの皆さんは、ICTを地域活

動に活かそうと、昨年8月には「キャッシュレス、

在宅勤務 ICTの革新が地域を変える」というテー

マで研修会を開いて、ICTを活用して地域の格差を

埋めて問題解決につなげ、地域や公活動を豊かにで

きるようにと考え合っています。富山公民館で開かれた
スマホ講座の様子


